
 

早朝の畑は 霜が降り 霜柱さえ 目立つようになりました。 

寒さ厳しい季節を むかえました。 

道の駅にならぶ大根 ―すずしろー の白い肌が 目にしみます。 

 

ご自愛されての 援農参加 宜しく お願いします。 

11 月 の 援農状況             

援 農 時 間  1446 h  [  昨年同月 1393  h  ]  

受 入 農 家   18 軒  [ 参加者   44   人 ]  

      草取り  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大地と 心と 地域を 耕す」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

ご家族 38 名 フラダンスのメンバー含め 47 名 盛り上がりました 

八王子市役所食堂にて 12 月 3 日忘年会を行いました。 

 会員の鈴木久仁子さんが所属するプメハナフラ 

スタジオの皆さんによるフラダンスは、可愛いお嬢さん 

を含め素晴らしいダンスでした。 

 

 

 援農会員・農家会員さん一人ずつ自己紹介を行いました。 

           初めてお会いした方々のお話が聞けました。 

           元会員の井上さんのギター演奏やクイズ形式の抽選会も盛り上がりました。 

           お帰りには柚子こしょうのお土産付き。 

 

翌日 「幹事さんお疲れさまでした。中身の濃い楽しい忘年会でした。 

帰りには援農仲間と二次会に行きました。」と嬉しいメールを頂きました。 

また「農家さんにもう少し出席頂きたかった」というメールも。  

今後の課題です。 ( 佐藤 記 ) 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

すずしろは大根  それは大地の豊な恵の象徴   22世紀につなげる農のあり方を 共に考える会  

 

『 援 農 』   活 動 状 況  
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月報 

  

長薯のポール抜き作業 
 

道の駅 上空の 

伊勢エビの様な 秋雲 

グッドホーム登坂さん 

元会員の井上さんのギター 

多少のアルコール

とブッフェ形式の

美味しい料理 

元代表理事の中村さんと 

現代表理事の合津さん 

忘年会 

みなさま 一年間お世話になりました。 良いお年をお迎えください。 

「 白菜の重ねし月日 割られけり 」  (現代農業 俳壇) 

 



○ パッション ﾌﾙｰﾂ 市内の所々で拝見するようになりました。「落果するまで待って食用に」 

○ キウイ フルーツ 品種によって「霜が降りるまで樹上において収穫すると スーパー極甘」 

○ リンゴ 『栄紅』 通常リンゴの果肉は白。「果肉まで赤い品種がとうとう栽培成功 美味」 

(1) 今年も ありがとうございました 

   今年も すずしろ 22 に参加・協力・支援をいただきました。主幹事業であります援農

も 11 月末時点で 目標値を超えることができました。よき年を お迎え下さい。 

(2) 援農活動では  一人作業をさけて  体調第一 安全第一に   

   大変な事例がありました(詳細 別途 12/2 一斉連絡済)。  一人作業で体調不良を感じな

がらも 予定完遂のため頑張られて 帰宅後 即 入院。体調第一にお願いします。 

(3)「冬の地場野菜をつかった料理教室」 

 1 月 14 日（土）11:00～14:00 台町市民センター調理室（西八王子盲学校南側）参加費 1000 円 

  お申込み  mizue06230415@yahoo.co.jp   090-4912-2117  佐藤 

 

 

 

 

                                             

  

  

  

                                           

  

  

  

  

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

11 月度 定例理事会より    11 月 18 日 子安市民センター 

 

日  於 由井市民センター  

定例理事会 より    開催日 5 月 20 日 於 由井市民センター 

不破日 

事務局からの お知らせ 

① 予算執行状況    将来の 農園小屋の原状回復費計上について  

② 援農活動の実績   11 月実績 1446h (11 月末 今年度累計で 15673h) 

③ 農家別状況の確認  .新規加入農家への人材募集方法・FAX 一斉募集ツール.について 

④ 傷害保険の扱い   理事個人責について調査  会として保険に加入することとする 

⑤ であいふれあい市  人材確保が課題      11 月 19 日は 雨の予報のため中止 

⑥ 忘年会の開催    12 月３日 市役所食堂  会次第・役割分担・会費 等について 

 

中 西 農 園  さん  （小比企町） 

中西真一さんに笑顔でお出迎え頂き、中西忠一さんには畑を紹介 
して頂きました。写真にある広い人参畑、この一面はすべて学校 
給食で使われます。他にも 4店舗のスーパーに野菜を納品していま 
す。今月はＪＡ八王子農業祭で中西さんの育てた大根が「都知事賞」
八王子市からは「金賞」を授与されました。 
 「今年は 11月に雪が降り、大根の葉の根元は白くなり雪でやけた。 
本当は青くなるはずだけど・・・。白菜は霜でやられ葉が開いて 
いる」農業は自然との戦いだ。でも、土作りをしっかりと行うと、 
雨や雪や日照りにも素人さんが育てたものよりも強くなる。 
 陽にあたり、土に触れてる人間は皆元気だよ。 
そんな事もおっしゃっていました。      （訪問者 小野寺・佐藤） 

息子さんの真一さん 

mailto:mizue06230415@yahoo.co.jp

